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xy平面上の点 P を次のルール (∗) に従って動かす試行を繰り返す．

(∗)



1個のさいころを投げ，

(a) 1または 2の目が出たとき，Pを x軸の正の方向に 1だけ動かす．

(b) 3または 4の目が出たとき，Pを y軸の正の方向に 1だけ動かす．

(c) 5または 6の目が出たとき，Pの x座標が正ならば，

x軸の負の方向に 1だけ動かし，Pの x座標が 0以下ならば動かさない．

最初，P は点 (0, 0) にある．次の問いに答えよ．

(1) 5回の試行後，P が点 (3, 1) にある確率を求めよ．

(2) 5回の試行後，P が点 (2, 1) にある確率を求めよ．

(3) n を 2以上の整数とする．n 回の試行後，P が点 (n− 2, 1) にある確率を求めよ．

(4) n を 3以上の整数とする．n 回の試行後，P が点 (n− 3, 1) にある確率を求めよ．
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【答】

(1) 5
243

(2) 20
243

(3) n
3n

(4)
n(n− 1)

3n

【解答】
最初，原点 (0, 0) にある点 Pを，ルール (∗)に従って動かすとき，事象 A, B, C を

A：1または 2の目が出る
B：3または 4の目が出る
C：5または 6の目が出る

と定める．このとき確率は

P (A) = P (B) = P (C) = 1
3

(1) 5回の試行後，点 P が点 (3, 1) にあるのは，5回のうちどこか 1回で B が起こり，残り
の 4回は，A, C が CAAA の順で起こるときである．したがって，求める確率は

5C1

(
1
3

)5

= 5
243

……（答）

(2) 5回の試行後，点 Pが点 (2, 1) にあるのは，5回のうちどこか 1回で B が起こり，残り
4回は，A, C が次のいずれかの順で起こるときである．

ACAA, AACA, AAAC, CCAA

したがって，求める確率は

4× 5C1

(
1
3

)5

= 20
243

……（答）



2

(3) n が 2以上の整数のとき，n 回の試行後，点 Pが点 (n− 2, 1) にあるのは，n 回のうち
どこか 1回で B が起こり，残り n− 1 回については，最初に C が起こり，残り n− 2 回
はすべて A が起こるときである．
したがって，求める確率は

nC1

(
1
3

)n

= n
3n ……（答）

(4) n が 3以上の整数のとき，n 回の試行後，点 Pが点 (n− 3, 1) にあるのは，n 回のうち
どこか 1回で B が起こり，残り n − 1 回については，A, C が次の条件 ( i )または (ii)を
みたすように起こるときである．

( i ) A が n− 2 回，C が 1回起こる．ただし，C は 2回目以降に起こる．
(ii) 1回目と 2回目はともに C が起こり，残り n− 3回はすべて A が起こる．

( i )，(ii)は互いに排反なので，求める確率は

{(n− 2) + 1} × nC1

(
1
3

)n

=
n(n − 1)

3n ……（答）


